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令
和
6
年
元
日
に
発
生
し
た
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
は
、
石
川
県
、
富

山
県
、福
井
県
、新
潟
県
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
本
会
の
坊

恭
寿
会
長
（
神
戸
市
会
議
長
）
は
3
月
8
日
に
金
沢
市
、
9
日
に
珠
洲
市
、
輪
島
市
、
七

尾
市
を
訪
れ
、
各
市
の
被
害
状
況
や
対
応
等
に
つ
い
て
説
明
を
聴
い
た
。

令
和
6
年
元
日
、
16
時

10
分
に
発
生
し
た
能
登
地

方
を
震
源
と
す
る
地
震

は
、
深
さ
16
㌔
㍍
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
6
を
観

測
。
最
大
震
度
は
石
川
県

志
賀
町
及
び
輪
島
市
で
震

度
７
を
観
測
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
、
石

川
県
内
で
は
、
土
砂
崩
れ

や
路
面
陥
没
に
よ
り
幹
線

道
路
が
各
地
で
寸
断
さ
れ

多
く
の
集
落
が
孤
立
。
水

道
や
電
気

等
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン

が
絶
た
れ

る
な
ど
、

各
地
に
壊

滅
的
な
被

害
を
も
た

ら
し
た
。

ま
た
、

沿
岸
部
で
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７
震央
震度7
震度6強
震度6弱
震度5強
震度5弱
震度4
震度3
震度2
震度1 早

期
復
旧・復
興
に
向
け
て
要
望
に
反
映

坊 

会
長

輪島市

金
沢
市

七尾市

珠洲市

金
沢
市
で
は
、
高
誠
議
長
、

上
田
雅
大
副
議
長
、
同
市
危

機
管
理
課
の
木
村
和
茂
課
長

補
佐
か
ら
説
明
を
聴
い
た
。

同
市
で
は
、
最
大
震
度
５

強
を
観
測
し
、田た

が
み
し
ん
ま
ち

上
新
町
で
は

住
宅
地
の
斜
面
が
崩
落
し
、住

宅
4
棟
が
全
壊
。市
内
全
体
で

1
万
人
超
の
市
民
が
避
難

発
災
か
ら
5
時
間
後
　
　
箇
所
の
避
難
所
を
開
設

101田上新町で崖崩れが発生し、住宅4棟が全壊した（金沢市）

は
、建
物
被
害
（
全
壊
、半
壊
、

一
部
損
壊
）
は
６
０
２
２
件

（
２
月
２
日
現
在
申
請
数
）
に

上
っ
た
。こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
強
い
揺
れ
と
日

本
海
沿
岸
な
ど
に
津
波
警
報

等
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

沿
岸
部
の
住
民

を
中
心
に
人
々

は
市
内
の
高
台

へ
避
難
し
た
。

金
沢
市
で
は
、

発
災
か
ら
5
時

間
後
の
21
時
30

分
、
市
内
101
箇

所
の
避
難
所
を

開
設
し
、
1
万

人
を
超
え
る
人

た
ち
が
指
定
避

難
所
（
小
学
校

市内の避難所の様子（市立夕日寺小学校＝金沢市）

は
津
波
が
押
し
寄
せ
、
家
屋

の
流
出
や
損
壊
が
発
生
。
大

規
模
な
地
盤
隆
起
で
海
底
が

坊 会長（神戸市）

露
出
し
、
深
水
が
浅
く
な
っ

て
多
く
の
漁
港
で
そ
の
機
能

を
失
っ
た
ほ
か
、
５
万
平
方

㍍
に
も
及
ぶ
大
規
模
な
火
災

も
発
生
し
た
。

坊
会
長
は
視
察
の
折
、「
被

災
地
視
察
を
通
じ
て
、
復
旧

復
興
に
向
け
た
現
地
の
課
題

を
把
握
し
、
北
信
越
市
議
会

議
長
会
と
連
携
し
て
5
月
開

催
の
第
100
回
定
期
総
会
に
向

け
て
、
被
災
地
の
早
期
復

旧・復
興
、国
に
よ
る
財
政
支

援
措
置
な
ど
要
望
決
議
案
を

取
り
ま
と
め
、
要
望
活
動
に

反
映
さ
せ
た
い
」
と
語
っ
た
。

説明する高金沢市議会議長、左は上田副議長

金
沢
市

能
登
半
島
地
震

被
災
地
を
視
察

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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回
開
催
し
、
被
害
状
況
、
避

難
所
状
況
等
の
報
告
の
ほ
か
、

災
害
応
急
対
策
基
本
方
針
を

確
認
し
、
市
長
・
副
市
長
か

ら
重
点
事
項
指
示
が
あ
っ
た
。

会
議
に
は
、
気
象
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
や
県
警
担
当
者

も
参
加
し
、
今
後
の
注
意
す

べ
き
事
項
や
防
犯
上
の
留
意

点
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
た
。

ま
た
、
発
災
日
当

日
に
消
防
応
援
隊
と

し
て
輪
島
市
、
七
尾

市
、
羽
咋
市
へ
の
職

員
派
遣
を
は
じ
め
、

災
害
応
援
と
し
て

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
）
の

派
遣
や
県
庁
へ
の
職

員
派
遣
の
ほ
か
、
能

登
半
島
の
他
市
町

か
ら
の
患
者
受
入
れ

な
ど
、
短
期
間
で
多

岐
に
わ
た
る
対
応
を

行
っ
た
。

金
沢
市
で
は
発
災
後
、
た

だ
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
18
時
か
ら
第
１
回
会

議
を
開
催
。
7
日
ま
で
に
7

令和6年能登半島地震による被害等の状況について（危機管理監室）【 第112報 令和6年3月22日14時00分現在 】
１ 被害の状況（人的・建物被害）

資料：
石川県HPより

※ 災害関連死：震災による死者数以外で、震災後に災害による負傷の悪化または身体的負担による疾病のため死亡したと思われる死者数(市町が判断したものを計上)
※ 安否不明者：（3月22日14時時点）4人（輪島市4） 

うち災害関連死※ 重傷 軽傷

金沢市 ９ ９ ２９ ２０３ ４４２４ ４６５６ １４３８

七尾市 ５ ３ ８ ３５２ ２６３９ ９４５８ １２４４９ ８２ ５２

小松市 １ １ １ ６２ ２１３０ ２１９３

輪島市 １０２ ３ 確認中 ２１３ ３０３ ６１８ ３８０９ ３８５７ ７１１９ １４７８５ ６８８７

珠洲市 １０３ ６ ４７ ２０２ ３５２ ２７６５ ２２６０ ３５５７ ８５８２ ３９１３

加賀市 １３ ４０ １６４１ １６９４

羽咋市 １ ７ ８ ６３ ４７６ ２４５７ ０ ０ ２９９６ ６１ ９

かほく市 ８ ２３７ １５３０ １７７５ ２０９

白山市 ２ ２ ３４６ ３４６

能美市 １ ９ １１１５ １１２５ ９

野々市市 １ １ ４７ ４７

川北町 ２２ ２２

津幡町 １ １ ８ ６７ １８５０ １９２５

内灘町 ２ ２ １１３ ５０３ ９１３ １５２９ ２９ ４３１

志賀町 ２ ７ ９６ １０５ ４４６ １８１３ ３０２０ ６ ５ ５２９０ ３５５６

宝達志水町 １０ ５４ １１２６ １１９０ ６６

中能登町 １ １ ２ ４９ ７７４ ２６９１ ３５１４ １ １０３１

穴水町 ２０ ３２ ２２５ ２７７ ４９６ １４３０ ２１０４ ４０３０ １９３６

能登町 ８ ６ １０ ２５ ４３ ３１１ ８８９ ５０４９ ６２４９ ７ ２３７２

計 ２４１ １５ ３１２ ８７６ １４２９ ８４７４ １５３１３ ５０５９９ ６ ５ ７４３９７ １８９ ２１９００

行方
不明者

市町名
小計

人的被害(人)

　　死者 負傷者

非住家被害(棟)

その他
公共
建物

住家被害(棟)

小計
床下
浸水

床上
浸水

一部
破損

半壊全壊

高 議長（金沢市）

災
害
応
急
対
策
基
本
方
針
を
確
認

金沢市議会災害対策会議の様子（1 月 4 日＝金沢市）

災害対策本部会議の開催状況 や
公
民
館
等
）に
身
を
寄
せ
た
。

翌
2
日
に
は
、
避
難
者
は

約
650
人
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど

の
避
難
所
が
閉
鎖
と
な
っ
た

が
、
そ
の
後
、
堀
切
町
、
山

の
上
町
の
一
部
に
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
、
引
き
続
き
市

内
数
箇
所
の
避
難
所
の
設
置

を
継
続
。
両
地
区
の
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
た
後
、
2
月

28
日
に
全
て
の
避
難
所
を
閉

鎖
し
た
。

回 日　時 参加者 会議内容
第1回 1月1日 ㈪ 18:00 ◦市長

◦副市長
◦各局長
※第１・2回
　気象防災 

アドバイザー
参加

※第1回
　～第5回

　県警担当者
参加

◦災害情報の共有
◦今後注意すべき事項
◦避難所の開設状況
◦主要な対応状況
◦各局の対応状況
◦関係機関の活動状況
◦災害応急対策基本方

針、重点事項指示

第2回 1月1日 ㈪ 22:00

第3回 1月2日 ㈫ 10:00

第4回 1月2日 ㈫ 16:00

第5回 1月3日 ㈬ 16:00

第6回 1月4日 ㈭ 9:00

第7回 1月7日 ㈰ 16:00

金
沢
市
災
害
対
策
本
部

た
。市

議
会
か
ら
は
、
▽
被
災

し
た
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

災
害
ご
み
の
廃
棄
▽
行
政
に

係
る
問
合
せ
対
応
の
一
本
化

―
に
つ
い
て
迅
速
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
執
行
部
に

対
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ

い
て
対
応
を
提
言
し
た
。

提
案
を
受
け
て
同
市
で
は
、

市
内
2
箇
所
に
災
害
ご
み
の

搬
入
施
設
を
設
置
し
、
減
免

申
請
に
よ
る
無
料
受
入
れ
体

制
を
整
備
し
た
ほ
か
、
災
害

に
関
す
る
市
民
の
行
政
手
続

の
円
滑
な
対
応
を
図
る
た
め
、

住
宅
復
旧
な
ど
生
活
再
建
に

関
す
る
総
合
窓
口
「
被
災
者

生
活
支
援
総
合
窓
口
」
を
設

け
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
を

開
設
し
た
。

災
害
ご
み
の
減
免
申
請
に
よ

る
受
入
可
能
な
災
害
ご
み

埋
立
ご
み
（
ガ
ラ
ス
、
陶

磁
器
、鏡
等
）、粗
大
ご
み
（
木

製
家
具
等
）、灯
篭
、墓
石
、瓦
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ブ
ロ
ッ
ク

金
沢
市
議
会
で

は
1
月
4
日
、
同

市
議
会
災
害
対

策
会
議
を
開
催
し

た
。会

議
で
は
前
日

ま
で
の
被
害
状
況

の
報
告
が
な
さ
れ

た
ほ
か
、
対
策
本

部
で
の
対
応
状
況

や
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
議

員
間
で
情
報
共
有
を
図
っ

執行部へ対応を提言
金沢市議会災害対策会議

•
•
 •

 •
 •

 •
•



全 国 市 議 会 旬 報 第 2259 号（3）令和 6年 3月 25日号

視
察
し
た
。

珠
洲
市
で
は
今
回
の
地
震

に
よ
り
、
死
者
１
０
３
人
と

被
災
し
た
自
治
体
で
最
も
多

く
の
人
が
犠
牲
と
な
り
、
住

家
被
害
は
８
５
８
２
棟
に
及

ん
だ
。
街
並
み
が
崩
壊
し
、

珠
洲
市
で
は
、
泉
谷
満
寿

裕
市
長
、
番ば
ん

匠じ
ょ
う

雅
典
議
長
、

菊
谷
正
好
副
議
長
か
ら
市
内

の
被
害
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
同
市
正
院
町

岡
田
地
区
の
崖
崩
れ
の
現
場

や
崩
落
し
た
見
附
島
な
ど
を

2 度の崖崩れに見舞われた正院町岡田（珠洲市）

土
砂
崩
れ
に
よ
る
集
落
の
孤

立
も
発
生
し
た
（
現
在
は
解

消
）。また

、
珠
洲
市
は
令
和
５

翌
9
日
、
坊
会
長
、
金
厚
有
豊
北
信
越
市
議
会
議
長
会
会
長
（
珠
洲
市
の
み
参
加
）、
高
石

川
県
市
議
会
議
長
会
会
長
は
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
珠
洲
市
、
輪
島
市
、
七
尾

市
を
訪
問
。
各
市
に
義
援
金
目
録
を
贈
呈
し
、
痛
々
し
い
爪
痕
が
残
る
被
災
現
場
を
視
察
し
た

（
記
事
中
の
デ
ー
タ
は
附
記
が
な
い
限
り
、
３
月
22
日
時
点
の
石
川
県
発
表
資
料
（
２
面
掲
）

に
基
づ
く
。）

能
登
半
島
地
震

被
災
地
を
視
察

珠
洲
　
輪
島  

七
尾

年
５
月
の
奥
能
登
地
震
で
も

震
源
に
近
く
、
市
内
で
崖
崩

れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た

が
、
今
回
の
地
震
で
は
５
年

に
被
災
し
た
箇
所
が
再
び
大

き
な
被
害
を
受
け
、
特
に
正

院
町
岡
田
で
は
崖
が
再
度
崩

れ
、
道
路
ま
で
土
砂
が
流
出

す
る
事
態
と
な
っ
た
。

別
名
「
軍
艦
島
」
と
し
て

親
し
ま
れ
た
県
指
定
天
然
記

念
物
及
び
名
勝
の
見
附
島
で

は
、
５
年
の
地
震
で
一
部
が

崩
れ
、
今
回
の
地
震
で
全
体

的
に
崩
落
。「
軍
艦
島
」の
名

の
由
来
に
な
っ
た
特
徴
的
な 番匠議長（珠洲市）

泉谷市長（珠洲市）

外
観
が
失
わ
れ
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
は

途
上
で
、
市
内
の
多
く
の
地

域
で
は
断
水
が
続
き
、
約

４
４
０
０
戸
に
水
が
行
き
届

い
て
お
ら
ず
、
未
だ
避
難
所

で
１
０
７
９
人
が
暮
ら
し
て

い
る
。
道
路
に

関
し
て
は
、
今

も
一
部
の
国
道

や
県
道
な
ど
で

通
行
止
め
が
続

く
（
３
月
21
日

現
在
石
川
県
発

表
）。珠洲

市
に
よ

る
と
、
市
内
で

は
応
急
仮
設
住

宅
の
建
設
が
進

ん
で
お
り
、
８

７
９
戸
が
着
工

済
み
、
う
ち
１

２
６
戸
が
完
成
し
て
い
る
と

い
う
。
見
附
島
周
辺
に
建
設

さ
れ
て
い
る
90
戸
は
、
２
年

の
供
与
期
間
が
過
ぎ
た
後
も

恒
久
的
に
居
住
で
き
る
よ
う

設
計・計
画
さ
れ
て
い
る
。

玉岡議長（輪島市）

左から菊谷副議長（珠洲市）、番匠議長（同）、泉谷市長（同）、
坊本会会長（神戸市）、金厚北信越市議会議長会会長（富山市）、
高石川県市議会議長会会長（金沢市）

輪
島
市
で
は
、
玉
岡
了
英

議
長
、
大
宮
正
副
議
長
か
ら

市
内
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
被
災
の
現
場

や
建
設
が
進
む
仮
設
住
宅
な

ど
を
視
察
し
た
。

今
回
の
地
震
に
よ
り
輪
島

市
で
は
死
者
・
負
傷
者
を
合

わ
せ
た
人
的
被
害
が
被
災
自

治
体
で
最
多
の
６
１
８
人

を
数
え
、
住
家
の
被
害
も

１
万
４
７
８
５
棟
と
最
多
と

な
っ
た
。

さ
ら
に
、
発
災
時
に
は

市
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
住
宅

能
登
半
島
地
震
最
多 
103
人
が
死
亡

珠
洲
市

崩落した見附島を前に説明を受ける（珠洲市）

朝
市 
火
災
で
崩
壊 

海
底
隆
起
で
漁
港
被
害 

輪
島
市
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七
尾
市
で
は
、
木
下
敬
夫

議
長
、
西
川
英
伸
副
議
長
か

ら
市
の
被
害
状
況
や
復
興
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

今
回
の
地
震
で
七
尾
市

で
は
５
人
が
死
亡
、
３
人

が
負
傷
。
住
家
の
被
害
は

１
万
２
４
４
９
棟
に
及
び
、

最
大
で
約
２
万
１
８
０
０
戸

左から高石川県市議会議長会会長（金沢市）、坊本会会長（
神戸市）、玉岡議長（輪島市）、大宮副議長（同）

木下議長（七尾市）

１
万
１
４
３
４
戸
で
断
水

が
発
生
。
現
在
で
も
な
お

３
３
１
０
戸
が
断
水
し
て
お

り
、
東
京
都
や
横
浜
市
の
水

道
局
の
協
力
を
受
け
な
が
ら

復
旧
を
進
め
て
い
る
。

発
災
時
、
市
内
で
は
最
大

１
５
４
箇
所
の
避
難
所
が
開

設
さ
れ
、
１
万
２
８
３
４
人

に
及
ぶ
避
難
者
を
受
け
入
れ
、

現
在
で
も
１
７
８
４
人
が
避

難
所
で
暮
ら
し
て
い
る
。
ま

た
、
最
大
で
７
８
５
６
人
が

市
外
の
１・５
次
及
び
２
次

避
難
所
へ
避
難
し
た
。

市
内
で
は
応
急
仮
設
住
宅

の
建
設
が
進
ん
で
い
る
が
、

が
断
水
と
な
っ
た
。

市
内
に
は
能
登
地
域
随
一

の
高
級
温
泉
街
と
し
て
知
ら

申
込
件
数
４
１
４
０
件
に
対

し
て
着
工
戸
数
が
１
９
７
９

戸
、
完
成
戸
数
が
２
０
４
戸

と
被
災
者
が
避
難
所
か
ら
出

ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。市

内
の
観
光
名
所
と
し
て

知
ら
れ
る
朝
市
通
り
で
は
地

震
に
伴
い
大
規
模
な
火
災
が

発
生
し
、
街
並
み
が
壊
滅
状

態
と
な
っ
た
。

輪
島
市
は
石
川
県
内
最
大

の
漁
獲
量
を
誇
る
輪
島
港
を

擁
す
る
漁
業
が
盛
ん
な
街
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
地

震
に
伴
う
海
底
の
隆
起
に
よ

り
、
市
内
の
漁
港
で
多
く
の

輪島港での視察の模様（輪島市）

建設が進む輪島市内の仮設住宅（輪島市）

地震と火災で崩壊した朝市通り（輪島市）

漁
船
が
座
礁
。
船
を
出
す
こ

と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
と

な
っ
た
。
現
在
、
各
地
の
港

で
は
、
海
底
の
岩
や
砂
な
ど

を
取
り
除
く
浚
渫
工
事
が
実

施
さ
れ
、
輪
島
港
で
は
仮
設

の
桟
橋
の
設
置
も
進
ん
で
い

る
が
、
今
も
漁
の
再
開
の
め

ど
は
立
っ
て
い
な
い
。

今
回
の
地
震
に
お
い
て
輪

島
市
議
会
で
は
、
１
月
17
日

に
全
議
員
15
人
の
う
ち
出
席

可
能
な
９
人
で
情
報
交
換
会

を
開
催
し
、
２
月
５
日
に
は

全
員
協
議
会
で
執
行
部
に
市

民
か
ら
の
意
見
を
伝
え
、
意

見
交
換
し
た
。

れ
る
和
倉
温
泉
や
国
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
町

屋
が
立
ち
並
ぶ
一
本
杉
通
り

な
ど
の
名
所
が
所
在
す
る

が
、
そ
れ
ら
に
も
被
害
が
及

び
、多
く
の
建
物
が
損
壊・倒

壊
し
た
。
ま
た
、
七
尾
湾
に

浮
か
ぶ
能
登
島
で
は
本
土
と

繋
が
る
２
本
の
橋
が
い
ず
れ

も
通
行
止
め
と
な
り
、
孤
立

状
態
に
陥
っ
た
（
現
在
は
解

消
）。

そ
し
て
３
月
５
日
か
ら
は

第
１
回
定
例
会
を
開
催
し
、

翌
６
日
に
は
「
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
復
興
対
策
連
絡

会
議
」
を
設
置
。
今
後
も
特

別
委
員
会
を
設
置
せ
ず
に
全

員
で
協
議
し
、
執
行
部
と
の

や
り
取
り
を
行
う
。

温
泉
街
、文
化
財
が
損
壊

七
尾
市
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 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹介す
る時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。2月
は徳島県小松島市議会が取り組む「顔の⾒
える議会、投票率の向上を目指して」を紹
介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革
の取組」でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 徳島県小松島市

損壊した国登録有形文化財の一本杉通り（七尾市）

和
倉
温
泉
を
代
表
す
る
旅

館
と
し
て
知
ら
れ
る
加
賀
屋

で
は
、
建
物
に
無
数
の
ひ
び

が
入
る
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
上
、
今
な
お
断
水
が
続
い

て
い
る
な
ど
営
業
再
開
の
見

込
み
が
立
っ
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。

市
内
で
は
水
道
の
復
旧
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現

在
で
は
９
割
超
が
通
水
し
て

い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
水
の

届
か
な
い
地
域
が
残
っ
て
お

り
、
３
月
中
に
全
て
の
地
区

で
の
断
水
解
消
を
目
標
に
作

業
を
進
め
て
い
る
。

一
方
、
水
道
の
復
旧
と
と

も
に
避
難
所
か
ら
自
宅
へ
戻

る
被
災
者
も
増
え
て
お
り
、

最
大
で
３
０
０
０
人
以
上
い

た
避
難
者
は
４
２
６
人
ま
で

被害を受けた和倉温泉街から能登島を望む（七尾市）

壁面に無数のひびが入った旅館加賀屋（七尾市）

減
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
の
一
部
で
は

漁
が
再
開
し
、
市
の
公
設
地

方
卸
売
市
場
で
競
り
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
な

左から高石川県市議会議長会会長（金沢市）、坊本会会長
（神戸市）、木下議長（七尾市）、西川副議長（同）

り
わ
い
の
再
生
も
始
ま
っ
て

い
る
。

今
後
は
応
急
仮
設
住
宅
が

約
４
９
０
棟
建
設
さ
れ
、
定

住
促
進
住
宅
な
ど
と
併
せ
て

被
災
者
へ
供
用
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
。

今
回
の
地
震
で
議
員
事
務

所
が
被
災
し
た
と
い
う
木
下

議
長
は
「
ま
だ
１
月
１
日
の

光
景
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
か

か
っ
た
だ
け
で
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
な
い
。
今
後
一
番

長
い
戦
い
に
な
る
」
と
復
興

へ
の
覚
悟
を
語
っ
た
。

▼
議
長

▽
上
野
原	

山
口　
薫（
2・29
）

▽
守
谷	

寺
田
文
彦（
3・1
）

▽
神
栖	

額
賀　
優（
3・1
）

▽
つ
く
ば
み
ら
い

	

鐘
ケ
江
礼
生
奈（
3・1
）

▽
弥
富	

堀
岡
敏
喜（
3・1
）

▽
飛
驒	

井
端
浩
二（
3・7
）

▽
那
珂	

木
野
広
宣（
3・11
）

▽
四
街
道　
関
根
登
志
夫

	

（
3・11
）

▽
入
間	

鈴
木
洋
明（
3・13
）

▽
市
原	

菊
地
洋
己（
3・13
）

▽
前
橋	

笠
原　
久（
3・14
）

▽
さ
く
ら	

笹
沼
昭
司（
3・15
）

▽
飯
能	

野
田
直
人（
3・18
）

▽
四
万
十	

宮
﨑　
努（
3・19
）

▼
副
議
長

▽
上
野
原	

八
木
一
雄（
2・29
）

▽
守
谷	

長
谷
川
信
市（
3・1
）

▽
つ
く
ば
み
ら
い　
岡
本
昌
弘

	

（
3・1
）

▽
弥
富	

高
橋
八
重
典（
3・1
）

▽
橿
原	

井
ノ
上
剛（
3・1
）

▽
飛
驒	

水
上
雅
廣（
3・7
）

▽
那
珂	

冨
山　
豪（
3・11
）

▽
四
街
道　
大
越
登
美
子

	

（
3・11
）

▽
入
間	

長
谷
川
渉（
3・13
）

▽
前
橋	

新
井
美
加（
3・14
）

▽
四
万
十	

上
岡
真
一（
3・19
）

▽
鹿
屋	

西
薗
美
恵
子（
3・21
）

議
会
人
事

https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html
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令
和
５
年
11
月
か
ら
令
和
６
年
１
月
に
全
国
の
市
区
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見

書
・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
も
の
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多
い

順
に
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

平

和

の

実

現

平

和

の

実

現

（

）

令
和
５
年
11
月

～
令
和
６
年
１
月

 件　　名 意見書 決議	
〇ガザ地区における平和の実現	 37	 56
〇医療・介護・障害福祉分野に	 82	 ―
　おける処遇改善等
〇認知症との共生社会の実現	 64	 ―
〇食品ロス削減への国民運動の	 46	 ―	
　さらなる推進
〇国の負担による学校給食費の	 28	 ―
　無償化
〇ブラッドパッチ療法（硬膜外自	 22	 ―
　家血注入療法）に対する適正な
　診療上の評価等
〇保育士配置基準の改善及び保育	 27	 ―	
　士の処遇改善
〇教職員定数の改善	 16	 ―	
〇私学助成の拡充	 16	 ― 	
〇義務教育費国庫負担制度の堅持	 13	 ―
　【小計】	 351	 56
〇その他	 359	 62	
【総合計】	 697	 118

※「教職員定数の改善」「義務教育費国庫負担制
度の堅持」のうち複数を求める意見書をそれぞれ
に計上したため、意見書の合計は小計、総合計の
件数と一致しない
※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

5 年 11 月から 1月に可決した意見書・決議の状況

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
停
戦

の
実
現
や
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
攻
撃
の
中
止
な
ど
平
和

の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
が

37
件
、
同
決
議
が
56
件
の
計

93
件
で
最
多
と
な
っ
た
。

意
見
書
及
び
決
議
で
は
、

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地

区
を
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
原

理
主
義
組
織
ハ
マ
ス
と
イ
ス

ラ
エ
ル
と
の
戦
闘
激
化
に
よ

り
、
同
地
区
に
お
い
て
多
く

の
一
般
人
、
特
に
子
ど
も
た

ち
に
大
き
な
犠
牲
が
生
じ
て

い
る
と
し
、
ハ
マ
ス
と
イ
ス

ラ
エ
ル
の
双
方
に
ガ
ザ
地
区

で
の
停
戦
と
人
質
の
解
放
、

一
刻
も
早
い
平
和
の
実
現
を

求
め
て
い
る
。

医
療・介
護・障
害
福
祉

医
療・介
護・障
害
福
祉

分
野
の
処
遇
改
善
等

分
野
の
処
遇
改
善
等

医
療・介
護・障
害
福
祉
分

野
に
お
け
る
処
遇
改
善
等
を

求
め
る
意
見
書
は
82
件
。

医
療
機
関
、
介
護
事
業

所
や
障
害
福
祉
事
業
所
で

は
、人
材
の
確
保・定
着
が
難

し
く
運
営
に
支
障
を
き
た
す

事
態
が
深
刻
で
あ
り
、
そ
の

背
景
に
は
低
賃
金
、
人
手
不

足
、
過
酷
な
労
働
が
あ
る
と

し
、
そ
れ
が
続
け
ば
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
な

く
な
る
可
能
性
を
指
摘
。

そ
の
上
で
、
介
護
職
員
等

の
賃
金
水
準
を
確
保
す
る
た

め
の
制
度
改
革
と
同
時
に
、

職
員
の
人
権
を
尊
重
し
生
活

を
保
障
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
▽
医
療・介
護・障
害
福

祉
分
野
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
、

経
済
対
策
で
の
処
遇
改
善
支

援
事
業
の
早
期
実
行
▽
地
域

医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に

お
け
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
流
行
下
に
お
け

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
確
保

事
業
」
の
活
用
推
進
▽
公
営

住
宅
の
空
き
家
の
「
地
域
対

応
活
用
」
促
進
―
な
ど
を
求

め
て
い
る
。

認
知
症
と
の
共
生
社
会

認
知
症
と
の
共
生
社
会

認
知
症
と
の
共
生
社
会
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
は
64

件
。意

見
書
で
は
、
▽
令
和
５

年
６
月
に
成
立
し
た
「
共
生

社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た

め
の
認
知
症
基
本
法
」
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
▽
円
滑
な
施

行
に
向
け
た
準
備
に
万
全
を

期
す
こ
と
▽
都
道
府
県
お
よ

び
市
町
村
に
お
け
る
認
知
症

施
策
推
進
計
画
の
策
定
に
対

す
る
適
切
な
支
援
▽
共
生
社

会
の
実
現
を
推
し
進
め
る
取

組
の
総
合
的
か
つ
継
続
的
な

推
進
▽
認
知
症
の
人
の
働
き

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
か
な

え
る
環
境
整
備
▽
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
な
ど
認
知
症
の
方
を
抱

え
る
家
族
へ
の
支
援
体
制
の

拡
充
▽
身
寄
り
の
な
い
方
に

も
柔
軟
に
寄
り
添
い
支
え
る

社
会
の
構
築
▽
認
知
症
に
関

す
る
基
本
事
項
を
繰
り
返
し

国
民
が
学
べ
る
環
境
の
整
備

―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

食
品
ロ
ス
削
減

食
品
ロ
ス
削
減

国
民
運
動
推
進

国
民
運
動
推
進

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
国
民

運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
を
求

め
る
意
見
書
は
46
件
。

意
見
書
で
は
、
食
品
ロ
ス

削
減
が
気
候
変
動
対
策
と
し

て
重
要
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

▽
エ
シ
カ
ル
消
費
（
地
域
の

活
性
化
や
雇
用
な
ど
を
含
む
、

人
・
社
会
・
地
域
・
環
境
に
配

慮
し
た
消
費
行
動
）
の
普
及

促
進
▽
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ

な
が
る
小
分
け
包
装
等
の
拡

大
▽
在
庫
食
品
や
未
利
用
食

品
の
寄
附
の
普
及
拡
大
▽
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
（
公

共
冷
蔵
庫
）
の
設
置
支
援
▽

出
荷
や
加
工
前
に
廃
棄
さ
れ

て
い
る
地
域
の
食
材
の
活
用

―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化

学
校
給
食
費
無
償
化

国
の
負
担
に
よ
る
学
校
給

食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
意

見
書
は
28
件
。

意
見
書
で
は
、
給
食
費
無

償
化
に
つ
い
て
、
全
て
の
子

ど
も
た
ち
が
平
等
に
健
康
的

な
食
事
を
と
り
、
学
力
の
向

上
や
食
育
に
よ
る
人
間
形
成
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
と
い
う

観
点
か
ら
必
要
性
が
高
く
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
明
る

く
す
る
た
め
に
社
会
全
体
で

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る

と
し
、
小
中
学
校
の
給
食
費

の
無
償
化
を
求
め
て
い
る
。


